
パーソナル・コンビュ一世による古語の自動活用

西端幸雄
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2. 用言の活用

① 活用
活用というのは、同ーの単語が、文脈内部におげる用法の遭いに応じて、語形

を変化させる現象をいう。その現象は、用言(動詞・形容詞・形容量b詞)と助動

- 92 (1)ー

Osaka Shoin Women's University Repository



詞に限り現れる。特に、用言の場合は、基本的には、 その現象が現れるのは、語

末であり‘それを『活用語尾」と呼ぴ、不変な部分を『語幹』と呼.J;。

いま、その活用の具体例を、用言のひとつ、 4段動詞の「読む」について見て

みると、
『文を読まず J

f文を読みけり」

「文を読む J
「文を読む時』

「文を読めども j

「文を読め J

というように、形態的には、 4種頼、構文的機能という観点からすれば、 6種類

の異なった語形を示す。 一般に活用という場合、この内の術文的機能による語形

の変化をいう。そして、その術文的機能の違いを識別するため、上記の例でいえ

ば、上から!慣に、 「未然形・連用形・終止形・連体形・己然形・命令形 J と、そ

の働能の一部を代表させた命名が便宜的になされており、 これらを「活用形」と

呼ぶ。

さらに、 用言の活 用の仕方には、 一定の法則性がある。その法制性というのは、

まず、用 言全体を見た場合、以下のようなものである。

1 .動詞は、五十音図の一行だけに限って活用する。

2. 形容詞は、 カ行とサ行とラ行に限って活用する。
3.形容動詞は、ラ行に限って活用する.

この法則性を、品詞別にみてみると、さらに細かい法則のあることが分かる。ま

ず、動詞について見てみると、 以下の通りである。

1 .五十音図の 7 ・イ・ウ・エの 4段にわたって活用するもの(4段活用 j

さらに、 この場合、五十音図のカ ガ サ・タ・ハ・バ・マ・ラの各行

内でしか活用しない。

2. 五十音図のラ行内だ付で、 7.イ・ウ・エの 4段にわたって活用するも
の(ラ行変絡活用}

3. 五十音図のナ行内だけで、 7 ・イ ・ウ・エの 4段にわたって活用するも
の(ナ行変格活用)

さらに、連体形・己然形の各末尾は、 それぞれ「る J rれ」となる.
4. 五十音図のイ段だけで活用するもの(上一段活用)
さらに、この場合、五十音図のカ・ナ・ハ・マ・ヤ・ワの各行内でしか

活用しない。

5. 五寸音図のイ ウの 2段にわたっ て活用するも の(上 2段活用)
さらに、 この渇合、 五十音図のカ・ガ・タ・ダ・ハーパ マ・ヤ・ラの

各行内でしか活用しない。

6. 五十音図のエ段だけで活用するもの{下 1段活用)

ただし、 「蹴る」の 一語だけである。

7. 五十音図のウ・エの 2段にわたって活用するもの(下 2段活用)
さらに、この場合、五十音図のア・カ・ガ・サ・ザーヲ・ダ・ナ・ハ・

パ・マ・ヤ・ラ・ワの各行内でしか活用しない。

8. 五十音図の力行内だけで、イ・ウ・オの 3段にわたって活用するもの(
カ行変格活用 J
ただし、単猿語としては、 「来(<) Jの 一語だけである。

9. 五十音図のサ(ザ)行内だげで、イ・ウ・エの 3段にわたって活用する
もの{サ行変倍活用}
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ただし、単独自苦としては、 「す」のー語だけであ る.

上記の 4. (上 1段活用)から白(サ行変絡活用}までの連体形・己

然形・命令形の各末尾は、それぞれ「る J rれ J rよ J となる。
次に、形容詞については、
1 .五十音図のカ・サの各行内で、イ・ ウ・エの 3段にわたってしか活用せ

ず、体言が下の付〈と、語尾が「き」となるもの。(ク活用)

2. 活用語尾の頭が『し」となり、五十音図のカ・サ各行内で、イ ・ウ・エ
の 3段にわたってしか活用セず、体言が下に付くと、語尾が『しき」と

なるもの。(シク活用)

3. 活用語尾の後から 2文字目 が「か」 となり、語尾の活用の法 則語、ラ行変

裕治用に準じるもの(カリ治用)

という法則性がある。

さらに、形容動詞については、

1 .五十音図 のラ行内で、ア・イ・ウ・エの 4段にわた ってしか活用せず、
語尾の活用の法則がラ行変鰭活用に準じるもの。ただし、逮周形が r_ 

に」または r_と」となることもある。
という法則性がある.

こうした活用の法則性というものは、現実の言語生活においては、あまり意識

されることもないだろうが、いわゆる古典文法を学留したり、それをもとにして

古文の品詞分解をするといった時には、これらの法制を記憶し、応用することが

あろう。そして、この法則性がかなり整然としたものであるので、記憶するにも、

応用するにも、他の文法事項に対するほどの労力を必要としないと思われる。そ

の法目IJ性がl'l然としているところから、この法則性をプロゲラム化することによ

って、各活用形を求めることが容易にできる@
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③ 4段動詞等
まず、く A 活用語尾の母音が変化するもの〉に該当するのは、 4段活用の動

詞がその代表例である。この場合、活用語尾がア・イ・ウ・エの 4段にわたって

活用するという規則性に着目し、活用語尾の文字に充てられている J1 Sコード
を利用して、 i也の活用形を求める方法が取り入れられる。
いま、先に掲げた「読む」を例とすると、その活用の形態的な変化は、
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読ま ま→ 245E

読み み→ 245F

読む む→ 2460

読め め→ 2461

となる。そして、それぞれの活用語尾の J 1 Sコードは、右項に掲げた通りであ

り、その J1 Sコードを求めるには、以下に記した J1 S $関数を用いる。
10 J=VAL(JIS$(K$)) 

そして、上の計算式を基に求めた終止形の活用語尾『む」の J 1 Sコードを基準

として、他の文字の J1 Sコードを求めるには、
ま 2460-2 ( 1 6進数)

み 2460-1 

め 2460は

という計算式が成り立つ。

ところが、各平仮名に充てられた J1 Sコードは、上記のマ行のように 1ずつ
t曽加するとは限っていない。いま、 4段活用の動詞が、カ・ガ・サ・ヲ・ハ・パ

・マ・ラの各行のア ・イ・ウ・エの 4段にわたって活用するということであるか

ら、それぞれの J 1 Sコードを示すと、以下の通りである。
tJ. 242 B さ 2435 Iま 244F ま 245E

き 242D し 2437 ひ 2452 み 245F

< 242 F す 2439 ふ 2455 む 2460

け 2431 せ 243B へ 2458 め 2461
カi 242C た 243F ，ま 2450 ら 2469

ぎ 242E ち 2441 び 2453 り 246A
ぐ 2430 つ 2444 .0: 2456 る 246B 

げ 2432 て 2446 べ 2459 れ 246C

この J1 Sコードを見ると、マ田ラの各行のように 1ずつ地加している場合と、

カ・ガ・サの各行のように 2ずつ噌加している場合と、ハ・バの各行のように 3
ずつ噌加する場合と唱さらに、 タ行のように、 「ち J rつ Jの前後では、 2ずつ
の増加であるが、その「ち J rつ」の問だげ 3噌加しているというものもある。

そのたの、 終止形を基にして、各活用形を求めようとした場合、終止形の活用語

尾が、五十音図の何行の文字であるかを J1 Sコードを手がかりに判別して、そ
れぞれの J1 Sコード別に計算式を立てなければならなくなる.
では、 4段動詞の各活用形の求め方を説明することにする。

1000 REH 4段動詞
1010 WL$="":WR$="":WL$=LEFT$(GDAT$.(KLEN(GDATS)ーI)02):WR$=RIGHT$(GDAT$.2

):KRJIS=VAL("&H"+JIS$(WR$)) 

1020 IF KRJIS)=&H242B品NDKRJIS=<&H243D THEN COZ=&H4:COR=&H2:C日T=&H2 ELS 

E IF KRJIS>=&H243F AND KRJIS=<&H2449 THEN COZ=&H5:COR=&H3:COT=&H2 

1030 IF KRJIS)=&H244F AND KRJIS=<&H245C THEN COZ=&H6:COR=&H3・COT=&H3 ELS 

E IF KRJIS)=&H245E AND KRJIS=<&H246D THEN COZ=&H2:COR=&Hl:C日T=&Hl

1040 REH 4段の活用
1050 GD$(I)=WL$+KNJ$(HEX$(KRJIS-COZ)):GD$(2)=WLS+KNJ$(HEX$(KRJIS-COR))回目

DS(3)=GDAT$:GD$(4)=GDAT$:GD$(5)=WL$+KNJ$(HEXS(KRJIS+COT)):GDS(6)=WLS+KNJ 

S(HEX$(KRJIS+COT)) 

1060 REH表示
{以下、省略)
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4段動詞の場合、活用する部分(活用語尾)は、語句の右 l文字であり、治周

しない部分(語幹)は、語句の長さから 1文字分引いた長さのものであるから、

その語幹と活用語尾を、さらに、活用語尾の文字の J1 Sコードを <1010>行で求
めている。以下に示したのが、用いている変数の内容である。

WL$ (語幹 J
WR$ (終止形の活用語尾}

KRJ 1 S (終止形の活用語尾の文字の J1 Sコード)
次の<1020-1030>行では、その J1 Sコードに応じて、終止形以外の活用形を求
めるために、前述した各行によって異なる J1 Sコードの増{直分をパラメー?と
して、 3種類の数値変数に代入する。この 3種類の数値変数の内容は、以下の通
りである.

CO Z (ア段支字からウ段文字までの J1 Sコードの僧償分)
COR (イ段文字からウ段文字までの J1 Sコードの増{直分)
COT (ウ段文字からエ段文字までの J1 Sコードの唱値分)

さらに、次の<1050>行で、 上記の各数値変数を用いて、各活用形の活用語尾を求
めているのである。その方法として、終止形の活用語尾の文字(ウ段文字}の J
1 Sコードを表す数値変数 KRJISに対し て、 上記の増値分を差し引いたり .
加えたりすることによって求めている。もう少し具体的に説明すると、ア段文字

(未然形)やイ段文字(連用形)は、ウ段文字より J1 Sコードが小さいから、
KRJISから COZや CORを差し引けば、それぞれの文字の J1 Sコードが
求められるし、また、エ段文字(己然形 ・命令形)は、ウ段文字より J1 Sコー
ドが大きいから、 KR J 1 SにCOTを加えれば、その文字の J1 Sコードが求
められる。そして、その求められた各文字の J1 Sコード に応じて、 KNJ$関
数を周いて、全角の 2バイト文字に変換し、それを語幹 (WL$) の後 に付け る

ことによって、各活用形毎の語形を求め、 配列変数(G D $ )に収めているので
ある。

上記のく A 活用語尾の母音が変化するもの〉の類例として、動詞のラ行変格

活用 t以下、ラ変と略す)や形容詞、形容動詞がある。それぞれの活用形は、以
下に示すとおり、原則的には活用語尾の母音が規則的に変化はしている。

・ラ変

有ら

有り
有り
有る

有れ

有れ

-形容詞

7活用

多〈

多し

多き

多けれ

カリ活用

多から

多かり

多かる

多かれ
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シク活用

美しく

美し
美しき

美しけれ

-形容動詞

ナリ活用
静かなら

静かなり(に)

静かなり

静かなる
静かなれ

静かなれ

カリ活用

美しから

美しかり

美しかる

美しかれ

ヲリ活用

堂々たら

重々たり{と)

堂々たり

堂々たる
堂々たれ

堂々たれ

しかし、 先に述べた「活用語尾の母音が変化する』とは 言っても、形容詞につ

いては、カリ活用においてだけで、ク・シク活用 では、一部に規則的な変化はみ

られるものの、全体としては、その規則性は崩れている。また、形容動認につい
ては、ナリ活用・タリ活用ともに、ラ 行内で規則的に変化しているが、連用形に

f_ に J f.、と」の活用があり、その部分では、規則性が崩れているといえる。

さらに、ラ変や%容詞のカリ活用、形容動詞の主たる活用は、ラ行内に限って行

われる。そのため、こうしたものについては、いちいち活用語尾の文字の J1 S 
コードによって各活用形を求めることをせず、語幹に、それぞれの活用形の活用

語尾を直接付加するという方法をとった。以下に示すプログラムが、それぞれの

活用形を求めるものである.
まず、ラ変の場合、 <1010>行で元の語句の語幹 (WL$)を求め、その語幹に

<1020>行で、活用語尾「 ら・る ・れ J (連用形と終止形は、 元の語句のまま)を

付加するという方法をとっている。(<1020>行で、 文字変数 BUNP$に代入き
れる『ラ3Jは、私に決めたラ変の終止形を表すコード番号である.以下、同じ)

1000 REH ラ変
1010 WL$=....:WL$=LEFT$(GDAT$， (KLEN(GDAT$)ー1)政2)

1020 IF BUNP$="'3" THE~ GD$(I)=WL$t"ら":GD$(2)=GDAT$:GD$(3)=GDATS:GD$(4)
=WL$t"る":GD$(5)=WL$t"れ":GD$ (6)=WL$t"れ":GOTO 1030 

1 030 REH 表示
{以下、省略)

形容詞や形容動詞の窃合も、それぞれラ変と同じ方法ではあるが、活用の種類

によって、語幹に付加すべき活用語尾の語形が遭うので、形容詞については、く1

030・1050・1010>の各行の最初で、 また、 if~ 容動詞については、 <1030 ・ 1050>の各行

の忌初で、活用の種類を判定し、当該の活用の種類に応じた活用語尾を付加させ
ている.

なお、形容詞のシク活用には、 「同じ」のように、活用語尾が f_じ』となる

ものがあるので、その区別を終止形の活用語尾 (WR$) によって行っている。
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1000 REH 形容詞
1010 WL$."":WR$="":WL~ド LEFT$(GDA T$， (KLEN(GDAT$)ー1)栴2):WR$=RIGHT$(GDAT$，2

) 

1020 REH ク活用
1030 IF BUNP$="?3" THEN GD$(l)=WL$+"< ":GD$(3)=WL$+"< ":GD$(5)'GDAT$:GD$ 

(6)'WLS+"き":GD$(8)'WLS+"けれ ":GD$(2)'WL$'"から":GD$ (4) =WL$'"かり ":GD$(7

)=WL$'"かる ":GD$(9)'WL$'"かれ":GOTO 1080 
1040 REH シク活用(語尾がシのもの}

1050 IF BUNPS= "~3" AND WR$="し" THEN GD$(I)=WL$'"し<":GO$(3)=WL$'"しく"
:GD$(5)=GDAT$:GD$(6)'WL$'"しき ":GD$(8)'WL$'"しけれ ":GD$(2)=WLS+"しから"

GD$(4)=WLS'"しかり ":GD$(7)'WL$+"しかる ":GD$(9)'WLS+"しかれ":GOTO 1080 

1060 REH シク活用{語尾がジのもの)

1070 IF BUNP$= "~3" AND WRS="じ" THEN G日$(l)=WL$+"じ<":GD$(3)'WL$+"じ<" 

:GDS(5)'GDAT$:GD$(6).WL$+"じき ":GD$(8)=WL$'"じげれ":GD$ (2)'WLS'"じから". 
GD$(4)'WL事."じかり ":GD$(7)'WL$+"じかる":GD$ (9)=WL$+"じかれ"

1080 REH 表示

(以下、省略)

1000 REH 形容動詞

1010 WLS'"":WL$=LEFT$(GDAT$，(KLEN(GDAT$)ー2)ホ2)
1020 REH ナリ活用
1030 IF BUNP$."N3" THEN GD$(I)=WLS+"なら ":GD$(2)=GDAT$:GD$(3).WL$'"に":G 

D$(4)'GDAT$:GD$(5)=WL$'"なる ":GD$(6)'WL$'"なれ ":GD$(7).WL$'"なれ ":GOTO 1 

060 

1040 REH l'リ活用
1050 IF BUNP$'"T3" THEN GD$(I)=WLS'"たら ":GD$(2)=GDAT$:GD$(3)'WLS+"と":G

D$(4)=GDAT$:GD$(5)=WLS'"たる ":GD$(6)'WLS'"たれ":GD$(7)'WL$'"たれ"

1060 REH表示

(以下、省略)

れ末、加
る
・

添

す

る

が
明
な

J

説
に

よ
を
う

r
方

よ

」
め

の

れ

求

下

「
の
以
形

、

る
周
と

r
活
る

に

各

晃

れ

の

を

そ
そ
方ふ-f
 

し
て
の

化

し

用

変

に

活

が
例
の

音

を

」

母

詞

〈

の

動

受

形

形

形

形

形

形

尾

段

「

然

周

止

体

然

令

語

2
詞

来

連

終

連

己

命

周

下

動

等

治

、

段

詞

て

2

る
れ
よ

動

B
し

下

け

け

く

く

く

け

段

く

と

、

受

受

受

受

受

受

2

、
〉
ば

下

に

の

え

次

も

例

③

る

このように、下 2段動詞は、まず、 ウ・エの 2段にわたって活用語尾が変化し、

また、 その活用 語尾に「る J rれ J rよJが付加されることによって、 連体形・
己然 形・命令形を それぞれ形成していることが分かる。だから、 4段動詞のよう

な方法だけでは、各活用形が求められないということになる.そこで、この下 2
段動認の各活用形を求め る掲合、 4段動詞の場合に用いた活用語尾の文字の J1 
Sコードによ って未然形を求の、 その未然形と終止形に、 それぞれ「る J rれ』
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「よ J を付加し、連体形・己然形・命令形を求めると いう方法をとっている.そ
れを プ ログラム化したのが下記のものである.

1000 REM 下 2段動詞
1010 WLS'..:WRS-."WLS'LEFT$(GDAT$，(KLEN(GDAT$)ー1)*2):WR$'RIGHT$(GDATS，2)
:KRJIS'VAL(、H"+JISS(WRS))
1020 IF WRS'"ゆ"THEN GDS(I)'WL$+"え":GDS(2)'WLS+"え":GD$(3)'GDAT$:GD$(4
)'GDAT$t"る.:GD$(5)'GDAT$t"れ .:GDS(6)'WLS+"えよ .:GOTO1060 

1030 IF WR$'.う. THEN GDS(l)'WLわ"ゑ .:GD$(2)'WL$t.ゑ":GD$(3)'GDAT$:GDS(4

)'GDAT わ"る":GDS (5)'GDATS+"れ.:GD$(6).WLSφ"ゑよ ":GOTO 1060 

1040 IF KRJIS>'直H2422 AND KRJIS'<&H2449 THEN COZ'&H2 ELSE IF KRJIS>-晶H24

4F AND KRJIS'<品H245C THEN COZ'&H3 ELSE IF (KRJIS>'&H244A AND KRJIS'<&H24 

4E) OR (KRJIS>-畠H245E AND KRJIS'<&H246D) THEN COZ'&H1 

1050 GDS(I)'WLS+KNJ$(HEX$(KRJIS+COZ)):GD$(2)-GDS(I):GDS(3)-GDAT$:GDS(4)' 

GDAT$+"る":GD$ (5)'GDAT$+"れ":GDS(6)-GD$(I)t.よ"

1060 REM 表示

(以下、省 略 )

以

そ

じ

各

基

と

に

段

に

て

語

命

(

れ

動

(

応

の

を

を

の

エ

字

つ

周

と

形

さ

の

.
て
に

そ

形

法

も

t
文

行

活

形

然

加

)

る

い

い

、

諸

方

る

尾

の

を

の

用

己

添

す

す

つ
遣

は

の

う

す

語

尾

定

形

速

と

が

略

略

に

名

で

形

い

用

用

語

判

止

に

)

j

と

省

の

仮

式

止

と

活

活

用

の

終

基

加

よ

変

は

も

い

箆

終

る

で

の

活

そ

を

を

付

「

ナ

明

る

な

計

と

け

外

形

を

}

分

形

を

」

説

す

し

の

静

付

以

周

か

照

値

然

J

れ

下

。

で

用

在

て

語

を

内

連

る

参

増

来

る

「

以

る

の

活

存

し

、

字

行

・

す

表

の

の

「

」

(

あ

る

れ

る

で

は

用

め

文

ワ

形

に

ド

そ

そ

{

る

周

で

な

に

ぬ

ぬ

ぬ

ね

あ

内

に

利

た

各

や

然

ら

↑

、
、
形

r
活

り

変

死

死

死

死

死

死

で

行

い

を

の

の

行

来

幾

コ

て

ゆ

体

に

格

お

ナ

じ

ワ

遺

性

そ

J

ヤ

ら

を

S
い

求

連

れ

変

と

・

同

と

名

則

。

よ

の

か

分

I
お

を

に

そ

行

す

と

行

仮

規

る

r
記

}

値

J

に

形

差

、

ナ

示

合

ヤ

代

の

あ

J

上

字

地

の

行

然

を

。

し

ゃ

に

湯

、

現

ド

で

れ

が

文

の

掲

hw
来

形

る

化

問

下

の

で

、
一
の
「
尾
段
ド
前
日
目

、
止
あ

変

治

以

詞

行

は

コ

も

」

語

ウ

一

(
パ
U

ず

終

で

が

段

、

動
h
u

れ

S
い

る

周

(

コ

.

の

ま

、

の

音

2
は

段

ω=ー
な

r
活

尾

S
い

次

、
た

る

母

上

形

4

ぺ
-
J
き

や

、
語

I
な

。

て

ま

い

の

、
用

の
か

る

然

で

尾

た

用

J

ら

る

え

、
て

尾

は

活

先
日
山
い
当
が
語
ま
治

、
な
あ

加

}

め

諮

て

の

)

、
パ

リ

て

、

と

用

。

の

の

ば

で

に

加

求

周

し

れ

よ

は

、

め

め

こ

活

る

形

際

れ

行

ド

付

を

活

と

ぞ

周

る

れ

t

数

ず

求

た

る

に

あ

止
る
け
れ
ド

一
を

J

例

れ

活

き

き

く

く

く

き

変

ま

を

る

め

れ

で

終

め

な

M
コ

J

加

B
類

そ

段

起

起

起

起

起

起

る

)

形

あ

求

そ

の

、

求

め

り

5
よ

付

く

の

。

2

い

じ

用

で

を

、
る
は
を
決
が

I
r
を

の

〉

る

上

て

同

活

用

形

て

い

て

)

て

の

J

(

j

記
の
あ
・

い

、

各

活

用

し

て

い

字

つ

る

の

形

れ

上

も

が

周

下

の

た

活

に

つ

つ

文

よ

い

尾

令

『

る

詞

仕

ラ

の

の

の

元

周

述

、

活

前

は

-w

、
吾
川

近

ら

止

に

か

終

詞

と

(

動

こ

J

段

る

ね

4

い
・

、
て

れ

り

れ

ぬ

あ
崩
.
・

で

が

る

る

け

性

ぬ

い

だ

則

・
て

語

規

に

つ

2
で

・

と

の

形

な

を

」
然
『

法

ぬ

己

尾

方

往

と

語

う

形

周

い

ぬ

体

活

と

死

速

に

る

r

併

す

、
が
語

加

は

る

、

付

変

い

に

を

ナ

は

う

)

、

プ
、
ト
A
F

念
。

ち

つ

じ

ま

う

と

同

の

の

を

と

句

こ

方

変

語
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1000 REM ナ変

1010 WL$'-":WRS'--:WLS'LEFT$(GDAT$.(KLEN(GDAT$)ー1)':<2) 

1020 IF BUNPS'"すγTHEN GDS(I)'WLわ "tJ:":GDS (2)'WL事."に ":GDS(3).GDATS:GDS
(4) 'WL わ"ぬる -:GD$(5)'WLわ "ぬれ":GD$(6)'WL$+-ね "

1030 REM 表示

{以下、省略}

あ

ら

唱

の

で

か

の

掲

字

)

ド

前

文

字

一

(

段

文

コ
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に
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こ
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形
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字

と

令

形

文
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.
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ウ
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形
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文
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.
は
段

差

形

と

イ

ら

掛川ム
口

、
か
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場

に

ド

の
際
一
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る

コ

合

動
め

5

用
咽
段
求

I
}

の
2
を

J

照

詞

下

尾

の

参

勤

の

語

字

表

段

述

周

文

ド

2
前

活

段

一

上

、

の

ウ

コ

、
ら

形

を

S

た

か

然

分

I

ま

る

来

値

J

1000 RE"上 2段動詞
1010 WL$.....:WR$.-..:WL$.LEFT$(GDAT$.(KLEN(GDAT$)ー1).2):WR$'RIGHTS(GDAT$.2

)・KRJIS'VAL("&H"'JIS$(WR$))
1020 IF WRS'"ゆ.. THEN GD$(I)'WL$'"い":GD$(2)'枇$+"い へGD$(3)'GDAT$:GD$(4

).GDAT$'"る ":GD$(5)'GDAT$+"れ ":GD$(6)'WL事."いよ ":GOTO 1050 
1030 IF KRJIS>'&H242B AND KRJIS'<品H2434 THEN COZ'&H2 ELSE IF KRJIS>'&H24 

3F AND KRJIS=<&H245C THEN COZ=&H3 ELSE IF KRJIS>'&H245E AND KRJIS'<品H246 

D THEN COZ=&HI 

1040 GD$(I)=WL$φKNJ$(HEX$(KRJIS-COZ)):GD$(2)=WLS.KNJS(HEX$(KRJIS-COZ)):G 

D$(3)'GDAT$:GD$(4)'GDATS."る":GD$ (5).GDAT$φ"れ":GDS(6)=WLわ KNJS(HEX$(KRJ
IS-COZ))."よ"

1050 RE"表示

(以下、省略)
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ー

な

「

活

段

を

S
い

形

基

る

J

き

や

、
ウ

分

I
お

然

を

。

い

然

で

尾

た

{

値

J

に

来

形

る

て

当

が

詰

ま

尾

誠

の

行

ず

止

あ

め

、

と

用

.

語

の

掲

や

ま

終

で

求

め

こ

治

る

周

ド

前

M

、
、

の

を

た

る

に

あ

活

一

ー

は

て

た

る

形

る

め

れ

で

の

コ

.

の

い

ま

い

周

あ

求

そ

の

形

S
い

次

引

、
て

活

で

を

、

る

止

ー

な

・

し

}

め

各

用

形

て

い

終

J

ら

る

差

加

求

の

活

用

し

て

、

、

な

あ

ら

付

を

そ

る

活

に

つ

は

の

ば

で

か

を

}

、
よ

各

基

と

て

際

れ

行

ド

J

加

て

に

の

を

を

い

る

げ

h
u
-

よ

付

い

い

そ

形

法

つ

め

な

ω
コ

『

を

つ

遣

、

諸

方

に

求

め

ハ
U

S

{

J

に

名

は

の

う

の

を

決

が

I
形

れ

の

仮

で

形

い

も

)

て

の

J

令
『

も

い

式

止

と

る

字

つ

る

の

命

{

る

な

算

終

る

す

文

よ

い

尾

と

形

す

し

計

と

げ

周

段

に

て

語

形

然

周

在

の

斡

付

活

イ

字

つ

周

周

己

活

存

て

語

を

で

(

文

行

活

連

と

で

は

し

、

字

外

尾

の

を

の

に

}

内

に

周

の

文

以

語

尾

定

形

基

加

行

い

利

た

各

内

用

語

判

止

を

付

ヤ

遺

を

の

の

行

活

用

の

終

形

を

、

名

性

そ

」

ヤ

の

活

そ

を

然

』

で

仮

則

。

よ

の

形

を

)

分

来

る

行

代

規

る

『

記

然

か

照

値

の

r

わ

現

の

あ

J

上

来

る

参

減

そ

(

ω
、

ド

で

れ

が

ら

す

表

の

、
形

パ
り
は
一
の
「
尾
か
に
ド
そ
め
体

⑤ 上 I段動詞等

最後に、 <C 語幹と活用語尾との区別がな く、同 一行内で活用し、それに「
る J rれ J rよ」が添加されるもの〉について、説明する.
いま、上 1段活用の「見る』とカ行変待活用(以下、 カ変と略す)の r(尋ね)

来 J を例として考えてみると、それぞれの活用形は、以下に示すとおりである.

-上 I段活用 ・カ変
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る

る

れ

よ

み

み

み

み

み

み

たづねこ

たづねき

たづねく

たづねくる

たづねくれ

たづねこ(よ)

」

い

た

を

ょ

に

う

し

一

付

と

を

く

変

て

い

」

「

際

よ

慮

コ

を

こ

」

・

行

し

除

る

に

実

の

考

S

J
る

く

〈

サ

化

り

「

れ

(

例

を

I
よ
い
「

変

取

に

そ

詞

の

と

J

・
用
尾
き
は

、

を

れ

、

動

記

こ

の

れ

を

語

・
点

て

字

そ

形

段

上

る

尾

・

法

の

こ

の

い

文

、

然

1

・
き
諮
る
方
形
『
そ

お

1
形

己

下

が

で

用

「

う

止

れ

・

。

に

尾

用

、

、

る

理

活

に

い

終

ぞ

る

る

形

語

連

ぱ

は

あ

処

の

形

と

、

れ

い

あ

周

の

・

れ

点

も

に

形

然

る

で

そ

て

で

活

J

形

す

の

と

も

止

未

め

と

、

つ

の

の

る

然

加

そ

こ

と

終

や

求

こ

に

と

も

て

み

未

付

。

る

方

、

形

を

う

)

を

の

全

「

、

を

る

れ

双

の

止

形

い

る

法

記

.
か
の
ぼ

」
な

ら

、

機

終

令

と

な

方

.

下

」

形

え

れ

に

い

で

向

、

命

る

と

な

る

が

み

止

使

r
と

用

の

と

に

・

あ

白

純

あ

の

r
終

ま

に

こ

τい
詞

ら

形

で

空

単

で

た

の

、

ま

れ

る

。

し

多

動

さ

然

語

、

う

様

し

中

ば

の

そ

れ

る

と

も

段

、

己

ー

は

い

同

化

の

れ

そ

、

ら

あ

語

と

2
め

・

」

合

と

も

ム

」

え

を

形

め

で

独

こ

下

求

形

く

場

る

l
ラ

る

練

れ

体

求

様

単

る

た

を

体

「

の

す

す

グ

み

い

そ

連

が

問

、

れ

べ

形

速

が

語

加

略

ロ

「

言

、

・

形

も

は

ら

述

用

、

種

独

付

と

プ

、

。

て

形

令

)

合

い

で

連

て

語

単

を

変

を

は

る

し

止

命

げ

場

周

項

・

つ

の

(

」

サ

点

で

か

に

終

、

だ

の

て

前

形

よ

そ

の

よ

、

た

詞

分

準

、

ば

J

変

し

、

然

に

、

も

こ

下

べ

動

が

基

ば

れ

る

カ

と

は

未

と

が

た

・
以

述

段
と
を
れ
す
曲
跡
、
語
変
に
こ
る
い
れ

t
に

1

こ

J

す

加

「

た

合

カ

基

る

き

除

く

周

上

上

い

み

加

付

、

ま

複

・

を

す

で

り

・

活

以

な

『

付

を

は

に

た

ド

加

も

取

る

格

1000 REM 

1010 WLS..":WR$."":WLS'LEFTS(GDAT$.(KLEN(GDATS)ーI)OZ):WR$'RIGHT$(GDAT$.Z

):KRJIS'VAL("&H".JISS(WR$)) 

10Z0 REM 上 1段・下 1段

1030 IF BUNP$'"Z3" THEN GD$(I)'WL$:GD$(Z).WL$:GD$(3).GDATS:GD$(4).GDAT$: 

GD$(5)'WL$."れ ":GD$(6).WLわ"よ ":GOTO 1090 ELSE IF BUNP$'"43" THEN GD$(I) 

'WL$:GD$(Z)'WL$:GD$(3).GDAT$:GD$(4)'GDAT$:GD$(5).WL$."れ":GDS(6)'WLS."よ

":GOTO 1090 

1040 REH カ変

1050 IF BUNP$'"h3" THEN GD$(I)'WL$."こ ":GD$(Z)'WL$."き":GD$(3)'GDAT$:GD$
(4).WL$."くる ":GDS(5)'WL$."くれ":GD$(6)'WL$."こ":GOTO 1090 

1060 REM サ変

1070 IF BUNP$'"'3" AND WR$'"す" THEN GD$(l).れい"せ ":GDS(Z).WL$."し..: GD$ 
(3)'GDAT$:GD$(4)'WL$."する ":GD$(5)'れわ"すれ ":GD$(6)'WLS."せよ":GOTO 109 

0 

1080 IF BUNP$'"す3" AND WR$'"ず" THEN GD$(l)'WLわ"ぜ ":GD$(Z)'WL$."じ":GD$
(3)'GDAT$:GD$(4)'WL$."ずる":GD$ (5) =WLわ"ずれ ":GD$(6)=WL$."ぜよ ":GOTO 109 

0 

1090 REM 表示

(以下、省略)

まず、上 1段・下 1段についτ見てみると、 <1010>行において、終止形を基に、
その語尾 1文字を取り除いた語形を文字変数WL$に代入し、 <1030>行で、それ
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